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１．パブリックコメント結果について 2

大館市バリアフリー基本構想パブリックコメント結果

意見募集期間 令和4年2月1日（火）～令和4年2月21日（月）

意見提出者 39人
意見件数 99件

意見内訳

計画全体、市政全体に関すること 19件
デザイン、表現に関すること 1件
道路（幅員、舗装等）に関すること 40件
除排雪に関すること 14件
公共交通に関すること 9件
まちづくり、施設に関すること 7件
交通安全に関すること 6件
公園に関すること 2件
心のバリアフリー、ソフト対策に関すること 1件



１．パブリックコメント結果について 3

【計画全体、市政全体に関わること】 １９件

意見内容 市の考え・対応

県も含めて、多様な取り組みで項目上
はカバーしていると思うが、残念なが
ら実感できるほどは進んでいないと思
う。県の取り組みで不足する部分は市
独自でも動きが必要かも。

市民にバリアフリーのまちづくりが実感していただけるように、本基本構想で設定した特定事業を着実に実施していくた
め、大館市バリアフリーまちづくり推進協議会と協力し事業の進捗管理を行ってまいります。また併せて、新たなバリアフ
リー課題の検討とモデル事業の事業化を平行して検討していくことで市全体でのバリアフリー化を推進してまいります。
なお、本計画の「4.4その他事業の設定結果」に市の独自事業として、民間事業者が実施するバリアフリー化について支
援する「企業版バリアフリー」や新たな交通移動サービスを導入する「大館版mobiプロジェクト」など位置づけ、実施に向
けて検討しております。

【道路（幅員、舗装等）に関すること】 ４０件

意見内容 市の考え・対応

私はやはり、道路の整備がバリアフ
リーの中で一番重要になると考える。
高齢者や歩行困難の人には窪みや段
差は大きな障害になっているだろう。

道路状況によっては、全ての人にとってバリアとなりうることから、適切に維持管理をすることが重要であり、道路管理者
である国及び県、市で情報共有し、点検、修繕を計画的に実施してまいります。
また、本計画の「4.3特定事業の設定結果」や「4.4その他事業の設定結果」に位置付けている大館駅東大館線歩道補修
工事等の道路事業を実施すると共に、「5.2モデル事業」として重点生活関連経路のバリアフリー化を検討し、市全域での
バリアフリー化を図ってまいります。

【除排雪に関すること】 １４件

意見内容 市の考え・対応

冬の道路は市街地にしか行き届いて
いないためか住宅街やちょっとした小
道の雪かきがされておらず自動車の
通行に支障をきたしているため改善を
求めます。

ご意見のとおり、積雪は本市特有のバリアの一つとなっております。
本計画の「5.2モデル事業」に冬期のバリアフリー化の取り組みとして、重点生活関連経路における優先的な除排雪や横
断歩道の見通しの確保について、検討してまいります。
また、その他の道路の除排雪についても、冬期の歩行環境整備や道路状況の適切な維持管理をするため、道路管理者
である国及び県、市で情報共有し、道路パトロールをしながら適宜除排雪に努めてまいります。

【公共交通に関すること】 ９件

意見内容 市の考え・対応

大館市は高齢者が多い市であるため、
走らせるバスの数を増やせればもっと
障がい者のかたや高齢者のかたに寄
り添った、より良い街になるのではな
いかと考えました。

公共交通不便地域の解消や公共交通の利便性の向上について、公共交通におけるバリアフリー課題として考えており
ます。それらの課題を解決するため、本計画の「4.4その他事業の設定結果」に「新たな交通移動サービスの導入」を新
規事業として位置づけ、今後高齢者等の外出機会の創出を促進し、共生社会の実現や地域経済の活性化を図るため、
協議検討を進めてまいります。

パブリックコメントでいただいた意見及びその対応について（一部抜粋）
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追記

指摘事項 修正内容 指摘

大館市バリアフリー基本構想
と上位計画等の位置づけに
ついて追記したほうが良い

「大館市バリアフリー基本構想は、
～策定します。」を追記し、上位
計画との位置づけを明文化しま
した。

東北運輸局

２．大館市バリアフリ－基本構想最終案について 4

修正

指摘事項 修正内容 指摘

子育て支援団体の団体名に
誤りがある

子育て支援団体の団体名を「お
おだてde子育て」に修正しました。

パブリック
コメント



修正

指摘事項 修正内容 指摘

「重点整備地区等の選定フ
ロー」について対応する文章
番号を加筆したほうが重点整
備地区等の考え方と位置づ
けがわかりやすい

重点整備地区等の考え方と位置
づけが選定フロー図を見て分か
るように上記文章番号を追記し
ました。

パブリック
コメント

２．大館市バリアフリ－基本構想最終案について 5

修正

指摘事項 修正内容 指摘

共生社会参加モデル施設の
今後の抽出について補足し
たほうが良い

「今後～抽出します。」を追記し、
市民の方の意見等も反映した施
設の抽出を行っていくことを明文
化しました。

第7回
協議会



6２．大館市バリアフリ－基本構想最終案について 6

修正

指摘事項 修正内容 指摘

移動等円滑化促進地区等の
凡例について区別がつきにく
い

凡例別に区別がつきやすくなる
ように、移動等円滑化促進地区
の線種・色を修正しました。

パブリック
コメント

追記

指摘事項 修正内容 指摘

重点整備地区の区域面積に
ついて追記したほうが良い

重点整備地区の区域面積がわ
かるように追記しました。

東北運輸局



7２．大館市バリアフリ－基本構想最終案について 7

指摘事項 修正内容 指摘

重点整備地区が設定されて
いない地区については凡例を
修正したほうが良い

重点整備地区が設定されていな
い地区については誤解を与えな
いように凡例を修正しました。

パブリック
コメント

修正

②修正

指摘事項 修正箇所 指摘

①目標時期の項目に継続的
に実施する事業を記載するこ
とは表現的に分かりにくい

新たに継続実施の項目を設け、継
続的に実施する事業を別途記載し
分かりやすくしました。

第7回
協議会

②その他事業「成年後見制
度利用促進に係る体制を整
備」の内容を修正

認知症等の高齢者だけではなく知
的障害、精神障害等への支援体
制についても強化する内容に修正
し、事業者を長寿課及び福祉課と
修正しました。

事務局

①修正



①追加

②追加

２．大館市バリアフリ－基本構想最終案について 8

追加

指摘事項 修正箇所 指摘

重点生活関連経路な
どにおける除雪の扱
いなど冬期のバリア
への対応についても
検討したほうが良い

重点生活関連経路における優先的な除排雪、
横断歩道の見通しの確保等についてより重点
的な実施を推進していくため、新たにモデル
事業として「冬期のバリアフリー化の取り組
み」を追記しました。

第7回
協議会

指摘事項 修正箇所 指摘

①その他事業へ「ゴールド
パス及び運転免許返納ゴー
ルドパスの販売」を追加

社会的なバリアに対するソフト事業を推進
するため、高齢者や運転免許証の返納者
に対するバスの定期券の販売をする「ゴー
ルドパス及び運転免許返納ゴールドパス
の販売」をその他事業に追加しました。

事務局

②その他事業へ「新たな交
通移動サービスの導入」を
追加

社会的なバリアに対するソフト事業を推進
するため、高齢者等の外出機会の創出を
促進し共生社会の実現や地域経済の活性
化を図るため、新たな交通移動サービスを
導入する「新たな交通移動サービスの導
入（新規）【大館版mobiプロジェクト】」をそ
の他事業に追加しました。

事務局



10２．大館市バリアフリ－基本構想最終案について 9

半径約2ｋｍのエリア内移動が定額乗り放題となる、「ちょっとした移動」に利用できる新し
い交通サービスです。アプリや電話による配車依頼を受けると、AIが予約状況や道路状況
をもとに最適なルートを設定し、運行します。

【目的】

人口減少や少子高齢化が進行し、公共交通サービスの低下が懸念される状況下であって
も、先導的共生社会ホストタウンとして高齢者・障害者・子育て世代などが社会参加しやす
いい環境を実現するため「大館版mobiプロジェクト」を検討しています。

【期待される効果】

・高齢者、障害者等の積極的な外出機会の創出
・公共交通空白地域の解消による、移動格差の解消
・新規サービス利用の波及効果による、他公共交通機関の利用促進
・他公共交通機関との相乗効果による、市民の利便性向上
・外出する人が増えることによる、地域経済の活性化

【mobiとは】



３．今後のスケジュール 10

作成(Plan)
【大館市バリアフリー基本構想】

実施(Do)
【事業実施】

見直し(Action)
【基本構想、事業計画の見直し】評価(Check)

【事後評価】

誰もが、安全・安心・快適に暮らし、
活き活きと地域とつながり、支え合う

共生のまち大館

基本構想の策定後も下記のPDCAサイクルにより事業スケジュールの適切な管理と改善を図ることで、バリアフリー
化を推進する。

• 基本構想策定後も継続的に「大館市バリアフリーまちづくり推進協議会」を開催し、取り組みの進捗管理や課題の
洗い出し等の状況の共有と課題に対する改善案の検討を行う。

• 上位関連計画や関連するまちづくり事業の状況を踏まえ、必要に応じて基本構想の見直しを行う。
• 基本構想作成時に設置した協議会を進行管理を担う中心的な組織として位置づけ、特定事業計画で策定されたス

ケジュールと実際の進捗状況及び新たなバリアフリーの課題について把握し、整備促進のための管理を行う（年１
～２回を予定）。

• 計画の最終年（５年目）には、特定事業等の実施により利便性が向上したかを評価するとともに、新たなニーズと課
題の確認を行う事後評価を実施する。



３．今後のスケジュール 11

Ｒ４年度

基
本
構
想
の
公
表

特定事業計画の策定

事業の実施（Ｒ４～）

大館市バリアフリーまちづくり推進協議会（年１～２回を予定）

・事業の進捗状況の把握及び整備促進のための管理
・新たなバリアフリーの課題
・バリアフリーに関する情報共有

・特定事業の事業者へ
特定事業計画の作成要請

・特定事業計画に基づく事業の実施

Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 Ｒ９年度～

大館市バリアフリーまちづくり庁内検討委員会（年１～２回を予定）
・事業の進捗状況の把握及び整備促進のための管理
・新たなバリアフリーの課題
・バリアフリーに関する情報共有
・モデル事業におけるバリアフリー事業の検討

基本構想（第２次）
の見直し

特定事業計画
（第２次）の策定

事後評価（５年目）

・特定事業等の実施による利
便性の向上の評価

・新たなニーズと課題の確認


